
茨城県の薬剤師 

X071234 明薬太郎 



はじめに 

 医薬分業 の進行 

 地域薬局の充実 

 地域に密着した薬剤師 

 地元の子弟が学びやすい薬科大学 

 茨城県は、薬剤師丌足…？ 
 

茨城県に、薬科大学を設置すべきか？！ 
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薬局・医療施設に従事する薬剤師数 

図1：都道府県（従業地）別にみた薬局医療施設に従事する人口10 万人対薬剤師数 

平成16（2004）年12 月31 日現在（厚生労働省） 

火曜日履修 情報処理演習課題 3 



薬剤師数 ｖｓ 大学（薬学部） 

全国平均  145.7人（対；人口10万人） 
 

トップ５ 

  徳島（３校） 東京（９校） 兵庫（０校） 

  高知（０校） 佐賀（０校） 
 

ワースト３ 

  沖縄（０校） 青森（１校） 福井（０校） 
 

茨城県（全国平均の９７％）…０校 
 

 県内に大学がある ≠ 薬剤師が多い  
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薬剤師登録数（茨城県） 

207.8人（対：10万人） 

 全国 12位 

  グラフ赤線：全国平均 

     青線：茨城県 
 

• 昭和57年 大きく下回る 

• 平成2年 一気に上昇 
 

首都圏⇔薬科大集中 

 茨城県⇔首都圏に近い 
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図2 茨城県薬剤師数年次推移 
（厚生労働省の調査結果より、茨城県が作成） 



薬局数 
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図3 都道府県別薬局数（財団法人：山梨総合研究所） 

全国 35位（対：10万人） 



茨城県の薬局傾向 

薬剤師数 

  全国 12位…（ほぼ全国平均） 
 

薬局数 

  全国 35位 
 

傾向 

   茨城県 ⇒ 大型薬局が多い 
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まとめ 

薬科大学の数 と 薬剤師の数 

          関連性低い 
 

茨城県の状況 

  薬剤師数     全国平均並み 

  （地元子弟が学べる首都圏に近い） 

  薬局数      全国平均下回る 

  （茨城県は、大型薬局が多い） 
 

薬科大学を新たに新設する必要性は低い  
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